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CCOP同位体年代測定セミナｰに出席して

CCOP〔アジア沿海鉱物資源共同探査調整委員会.ESCA

P(国連アジア太平洋経済社会委員会)に所属する政府間委員会〕

主催の同位体年代測定セミナｰ(SeminarOnIsotOPic

Dating)が昭和50年5月20-27目タイ国バンコクで

開催された.このセミナｰは昨年8月韓国ソウルで

行なわれたCCOP第11回会合の折にその開催が決定さ

れ西ドイツ連邦地質調査所がセミナｰの内容検討講

師の人選などを行ない実現したものである.目的は

CCOP加盟国地域の地球科学者に対する地質年代学の基

礎の解説と当地域の地質学上の問題に対する年代測定

法の利用について討議することであった.幸い筆者は

日本代表としてセミナｰに参加することができたので

以下にその概要を紹介する.

1.セミナL参加国と参加者

同位体年代測定セミナｰにはCCOP加盟国から

Dr.F.H囲UwムT,Mr.R.WIK畑N0ほか7名(インド

ネシア)Mr.C.S-Hw畑(韓国)Dr.工A亘肚D,Mr｡

αK.C.H酬G(マレ』シア)Mr.C.BEL州DREs(フ

ィリピン)Mr.M.L.K.Wo0N(シンガポ』ル)Mr.

S.K畑w趾ID且｡0N,Dr.S.SU酬sILP0NGほか18名(タ

イほかにオブザｰバｰとして26名)柴田賢(日本)

が参加し専門家としてDr-P.A.A脇囮Ns(オｰスト

ラリア国立大学)Dr.I.W酬皿丁(西ドイツ連邦地質調

査所)Dr.G.んW舳ER(西ドイツマツクスプラ

柴田賢

シク核物理学研究所ハイデルペノレグ)Dr･H･XA･

PRI週皿(オランダ同位体地質学研究所)Pr0丘E.J地醐

(スイスベルン大学)Pro丘R.H.STEIG鵬(スイス

チュｰリヒ工科大学)Dr.N.工SN胞LLINα(イギリス地

質調査所)が招待された.このほかにインドからMr.

y.V.SムsT班,Dr.1M.N.B畑AsUB趾且巫ANYムNバンコ

クにあるESCAP鉱物資源局から沢田秀穂氏三枝守雄

氏本島公司氏(派遣職員)が参加した.なおCCOP

事務局からは事務局長のDr-C･エLIのほか派遣職員

の沢村孝之助氏を含めて事務局員数名の方々が会議の運

営に奔走された.

以上のように専門家としてヨｰロッパの主要な地質

年代学者がアジア地域で一同に会したことはもちろんは

じめてである.また年代学についてのトップレベル

の講演を聞くことができたことはCCOP加盟国からの

参加者にとってきわめて貴重な機会であったといえる.

セミナｰはタイ国鉱山資源局長Mr.SamanBU趾YAs

の歓迎の挨拶および開会宣言によって始まりついで

CCOP事務局長で本セミナｰのオ』ガナイザｰでもある

Dr.LIが挨拶にたちセミナｰの重要性について報告し

た.その中でDr･L工は第1に特に東･東南アジア地

域の広域的な地質構造発達吏の解明にとって同位体年

代は基礎的な資料として重要であることを強調し第2

に当地域の石油･鉱物資源の探査に対して年代学の果

写真1同位体年代測定セミナｰの開かれたバンコクニュｰ･イ写真2

ンペリァル･ホテルの玄関にてESCAP鉱物資源開発セン

タｰの三枝守雄氏(右)と本島公司氏(左)

年代測定セミナｰ開会式左よりDτ.M,J.Yム〕､酬｡IA(CCOP編

集担当)Dr.C.Y.LI(CCOP事務局長)M■､Sa加mBU趾vムs

(タイ国鉱物資源局長)Dr.F.亙.H.WムNG(CCOP司会担当)�
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表1

いろいろな同位体年代測定法

方法�同位体�壊変定離�利用鉱物

K-Ar法�4oK→40Ar�2e=o.585×ユ｡11o/年{2β=4.72×10■1o/年�雲母ノ･リ長石免閃石

�(＼14oCa)��海緑石火山岩

Rb-Sr法�87Rb→87Sr�1.47×10■11/年�雲母カリ長石全岩

��又は1.39×10-11/年�

�珊8U→206pb�1.54x1o'1⑪/年�ジノレコンモナザイト

U-Th-Pb法�蝸5U→207pb�9.72×10-1o/年�チタン石閃ウラン鉱

�蝸2Th→208Pb�o.499×10-lo/年�

フィッション･トラック法�船8Uの自発核分裂�6.9x1o-17/年�ジルコンモナザイト

��又は8.岨×10-17/年�チタン石アパタイト

す役割の重要性をのべた.そして形式的なことはは

ぶいてなるべく実質討議の時間を多くしようというこ

とでCCOP事務局のDr.WムNGが座長になってひ

きつづいて講演に入った.各講演には1時間ないし

1時間半の長時間が割りあてられ討論も時間の制限な

しに行われた.

2.講演内容

講演の題演者内容について簡単な説明を次に記す.

①Rb-Sr年代測定法における多重アイソクロンと地質学

的複雑性:Dr.ARRI酬s

②U-Pb年代測定法:ProfS肥IG醐

③K-Ar年代測定法一原理と2･3の応用例:柴目ヨ賢一

④年代測定のための岩石試料選別と岩石学的･化学的検

査:Pro£J地団

⑤フィッション'トラック法:Dr,WA棚R

以上五つの講演は年代測定法(表1)の解説的講義で

あり各演者は原理利用鉱物間題点実際の応用例

などについてくわしい解説を行校った.このような種

々の方法による地質年代学の解説は教科書は別として

研究担当者から直接に話を聞く機会はきわめてめずらし

いことで筆者の知るかぎりでは日本国内でもこのよ

う狂集会が開かれた例は校いものと思う.この意味で

今回あセミナｰの出席者にとっては地質年代学につい

ての理解を深めるのに又とない機会であったといえよう.

講演の内容に少しふれてみると

①ではRb-Sr法は87Rbの半減期がきわめて長い

ために地質時代の若い試料の年代測定には不利桂点が

あるカミ岩石の起源地殻における進化などに関する情

報が合わせて得られるという点に重要性があることカミ強

調された.また高度の変成作用をうけた岩石でもRb

Srの均質化は広範囲には行なわれないことが多く従

って少数の試料では確かな原岩年代は得られなくて間

写真3セミナｰ参加者①

左より沢因秀穂氏三枝守雄氏(ESCAP)Dr.SN肌LING(イギリ

ス)PrOf.J五GER(スイス)P正｡f.STEIGER(スイス)

写真4セミナｰ参加者②

左より筆者Mr.HwムN(韓国)M正.H酬GDr.AH正AD(マレｰシア)

Dr,PB咽皿(オランダ)Mr.BEL且ND朋s(フィリピン)�
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表2

年代測定用鉱物分離法(J五GER1975による)
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違った結論に達することもある.変成岩の年代測定に

は場合によっては50～100個の全岩試料の分析が必要

なこともある点校とが注意をひいた.

②ではジルコンモナザイトチタン石等U-Pb法

に使われる鉱物の分離から分析についての詳しい解説と

ジルコンの不一致年代の解釈についての説明があった.

U-Pb法は初心者にはかなり難解次点が多いカミ単純な

比倫などもまじえて比較的わかりやすい解説であった.

③のK-Ar法では筆者は歴史原理利用鉱物

測定法の実際と問題点としてArの逸散過剰アルゴ

ンについて解説をした･そして応用例として日本の花

開岩の年代分布と日本のモリブデンｰタングステン鉱

床の年代測定結果を紹介した.

K-Ar法では若い年代まで測定可能なこと(100万年以

下条件さえよければ10万年前後でも可)測定対象鉱

物が雲母などのように普遍的桂ことまた装置も他の年

代測定法に比べてやや安価なこと狂どの利点カミある.

地質調査に合せて広域的な予察研究にも有用でありア

ジア地域において年代測定法の最初のステップとして採

用するには最適の方法であることが講演のあとの討論

でも確認された.

④ではPro£J地団は年代学者と地質学者とのチｰ

ム'ワ』クの必要性を強調し定,すなわち地質学的

な情報を伴わない試料の年

代測定をしても意味がない

いいかえれば得られた年

代の解釈は常に地質学的資

料と合せて行なうべきであ

ることをのべた.これは

いわれてみれば当然のこと

ではあるが実際には実行

されない場合がよくあり

参加者一同あらためてこの

問題の重要性を再認識した

次第であった.試料採取

にあたってはまわりの地

質情況の正確な記載が不可

欠でありまた試料は新鮮

で溶ければならず星もで

きるだけ多くということ

が指摘された.特にジル

コンの年代測定を行なう場

合は大量の試料カ必要であ

り少なくとも30kgの岩石を採取しなければならない

と聞いておどろいた人も多かったことと思う(表2).

⑤のフィッション･トラック法は比較的新しい年代

測定法であり238Uの自発核分裂によって鉱物中に生じ

た飛跡を数えることによって年代を求める方法である.

これにはUの量も知る必要があるがそれも熱中性子照

射により誘導核分裂を起すことにより知ることカミでき

る.原理的には簡単で非常に若い年代(～1000年)

でも測定ができ原子炉さえ近くにあれば大型の機器

は必要としないなどの利点があり各国で測定が始めら

れている.今セミナｰでもインドネシアでフィッシ

ョン･トラック法が最近始められたことが紹介され注

目を集めた.DLW舳鵬は鉱物(ジルコンチタン

石アパタイト等)エッチングの方法計測法校とを

詳しく説明しフェｰディンク(熱などにより飛跡が消

えること)や半減期などの問題点も指適した.

次に年代測定の床用例がいくつか紹介された.

⑥ベルゲル地域(スイス)の進化一種々の年代測定法に

よるアプロｰチ:Prof.S肥I舶R,Prof.J五G囲

⑦西ドイツフィヒテルゲビルゲの花筒岩貫入の年代測

定:Dr,W酬DT�
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表3

インドネシアの年代結果

と地史(HEHUwAT1975)
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⑧日本列島基盤岩類の地質年代:柴田賢

⑨朝鮮半島新期花開岩の年代:Mr.LI(Mr.HwAN代読)

⑩インドの地質年代学の現状:Dr.BA趾sUBR畑皿ANYAN

⑪インドネシアの地質年代学の現状:DLHE亘Uw畑

学的関係を論ずる上で今後の重要な問題である点が

指摘された.韓国では最近西ドイツ連邦地質調査所の

協力で地質調査所に年代測定研究室を作る計画カミ具体

化し固体用の質量分析計も間もなく設置されるとのこ

とである･なお韓国の花開岩の年代測定の約半数は

東北大学植田良夫教授によって行なわれたものであであ

ることを特記しておく.

⑥についてベルゲル地域はスイスァノレプス東部に位

置し地質学的には主としてアルプス主要変成作用後に

貫入したベルゲル貫入岩類(約30m･y･)からなる.ス

イスの年代学者は種々の年代測定法を用いてスイスア

ノレプスのきめの細かい年代学的研究を行校ってきたが

ベルゲル地域もその一つである.こういう手法によっ

て単に貫入の年代のみならず岩石形成以前の歴史

(ジルコン不一致年代による)地殻上昇の速度地殻熱

史校とといった興味ある問題の解決にも年代測定結果

が利用できる点を紹介した.

⑧では筆者は日本列島における先シノレル紀基盤岩類

の年代測定について特に上麻生礫岩礫飛騨変成岩

オｰソコｰツァイト礫氷上花開岩を例にあげて研究例

を紹介した.わが国のような変動帯地域では古い基

盤岩類が元のままで地表に残っているケｰスは比較的少

いしまたその年代測定も困難を伴うことしかし基盤

岩類の性格時代というものは後の時代の地殻の形成

進化に対して重要な役割を果すことなども合わせて説

明した.

⑨は朝鮮半島の新期花開岩の年代分布についての紹

介であり年代は230～70my.にわたるカミｰ殻に北か

ら南に向って若くなる傾向カミある.特にジュラ紀の花

騎岩がかなり広く分布しタングステン鉱床を伴うこと

が特徴である.中でも140～160m.又の年代の花開岩

は日本ではみられず朝鮮半島と日本列島西部との地質

①についてインドの先カンブリア界の年代測定はか

なり古くから試みられてきた.また最近ではグロｰ

バルテクトニクスの見地からもインドの年代測定に関

心がもたれている.講演ではインド地質調査所が年代

測定研究室を積極的に開発してすでにかなりの測定が

行われておりそのほかにも五つの研究機関で年代測定

カミ実施されていることを知らされた.そして約1,000

個の年代結果を盛り込んだ同位体年代図(200万分の1)

もすでにできているとのことである.

⑪についてインドネシアは年代測定研究に関してき

わめて関心が高く今回のセミナｰにも9名という多数

の参加者を派遣したことからもその意欲がうかカミえる.

さらに最近インドネシア地質調査所ではフィッション

トラック法の研究室が設立され最初の測定結果が報

告されて一同の注目を集めた.こうしてインドネシ

アはCCOP加盟国の中では日本に次いで自国で年代

測定ができる国であることが示された.そのほか他

国で測定された年代結果約50個にもとづいてインドネ

シアの地質年代表カミ発表された(表3).なおインド

ネシアに対しては日本の西村進氏(京大)が共同研究

として火山岩のフィッション･トラック法による年代測

定の援助を最近始められた.

⑫マラヤ花開岩の年代北部タイ花筒岩のRb-S･全若年

代:Dr.SN孤LI鵬�



一46一

､

､㎞㎜日刊,

､･･…｡･1･ド

�

表4

Bi･tan層

(非変成モラッセ)

榊

Ba㎎ka層

(低変成フリッシュ)

雲母片岩と石灰岩

インドネシア錫帯の地史(PBIEM1975)

花開岩･玄武岩活動

弱い榴曲運動

��整楡�

(錫)70±2m.y.

図1

東南アジア錫鉱床帯

(O㎜er-Cooper,

HEwIT工&van

.W囲s,1974)

花嗣岩･玄武岩活動

強い榴曲運動と低度変成作用錫205±5㎜.y.

�物慮

“古生界"

その原因について温象の影響とかヒマラヤ造山(上昇

年代)などの可能性祖とが指摘された.

インドネシアについてはスマトラ島東北側のベリ

タンバンカなどの島が錫鉱床帯でありいずれも花開

岩貫入と関係がある.その年代は205m･γで三畳紀

末にあたる(表4).なおこの年代は三畳紀Norian-

Rhaet三an期境界の年代を示すデｰタとして重要である.

白亜紀の花商岩には錫鉱床は伴わない.

⑮タイ花筒岩の年代:Dr.W酬㎜

⑭インドネシア錫帯の同位体年代:Dr･PRIEM

上記三つの講演は東南アジア錫鉱床帯(図1)の花嗣

岩類の年代測定結果の報告である.この問題はCCOP

加盟国共通のテｰマの一つであり錫鉱床が花筒岩とき

わめて密接狂関係があることから今回のセミナｰの重

要な課題であった･先進国の年代測定に対する協力体

勢もイギリスがマレｰシアドイツがタイオランダ

がインドネシアに対してそれぞれ積極的な援助をして

いて興味深い.

マラヤ花開岩の貫入の年代はRb-Sr全岩法により約

280mγ約250m･y･230～200mγの三期に分けられる.

錫鉱床は主に230～200myす校わち三畳紀の年代をも

つ花開岩に伴うらしい.マレｰ半島西岸には78m.y､の

小岩体があるが錫鉱床は伴わないという.いずれの

場合でも錫鉱床は分化のいちじるしい花開岩体に伴い

花開岩体のRb/sr比は大きく87sr/86Sr初生値も高い

ようである.

タイ北部ビルマとの国境に近い地方には少なくと

も一部は先カンブリア界と考えられている基盤複合岩体

がかなり広く露出していてこれに伴ってあるいはこ

のまわりにいわゆる新期花騎岩カミ分布し錫鉱床が伴う.

これらの花筒岩のRb-Sr年代は240～215m.Xである.

しかし基盤岩体中に露出する花筒岩の中には雲母年代

が約20m.y.といちじるしく若い値を示すものがあり

上述のように東南アジア錫鉱床帯の花嵐岩のうち

錫鉱床を伴うものの年代は主として三畳紀であること

が示されたが世界的にみれば錫鉱床はどの時代でも

形成されることカミ知られておりこの点では花開岩の

年代測定は広域的な探査には直接役に立たないというこ

とになる･しかし少なくともせまい範囲(例えば東

南アジア錫帯など)では年代測定はきわめて有効な手

段の一つであるということができよう.

3.野外巡検旅行

セミナｰ期間中の週末を利用してタイ北部の地質見

学旅行が行われた.この目的は会議の時にもしばし

ば指摘されたように適切な試料採取が年代測定の第一

歩でありよい結果を得るためには地質学者と年代学者

とのよき協力が必要であるということを実地にデモン

ストレｰションするためであったが参加者は専門家全

員を含めて14名と少なく内容的には同業者仲間の野外

討論会になった感じであった.

一行は朝早く宿を発ち飛行機でバンコクから約600

たm北のランパンまで行きそこでタイ国地質調査所の

ジｰプに分乗して目的地に向った.案内者は同所の

Dr.SanamSU酬sILPONGでほかに数名の同所職員が

知った.第1目はランパンからチェンマイに通じ｡る国

道沿いの錫花闇岩(Khuntan花開岩)の見学である.

ここらあたりは予想以上の山地でうっそうとした緑カミ

目にしみ果して露頭があるだろうかとはじ･めは余計た�
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心配をしたが道路わきのカッティングにはけっこう立

派な露頭があった.しかし新鮮な試料を採取するため

には爆破が必要であり事実ドイツチｰムがこの地域

の花闇岩を採取した時にはほとんど発破によったらし

い.われわれもその一つの露頭を見学した(写真5).

さすがにまだ新鮮た岩石塊が残っており粗粒黒雲母花

崩岩で5cmにも及ぶカリ長石の斑晶が見事である.

モ]ド分析ではカリ長石斜長石石英のほぼ等量から

なるいわゆるアダメロ岩である.この花開岩について

Rb-Sr法で206土11㎜y.という年代が求められていて

87Sr/86S工初生値は0.7245と高くかなり分化した花商

岩といえる.この花開岩のように粗粒でかつ大きな

長石の斑晶があるものの全岩試料は最低10良gは採取

する必要があるというのが参加者の一致した見解であ

った.

この他道路沿いの露頭をいくつか見学しているうちに

南国特有のスコｰルにみまわれ車の中で雨やどりをす

る.最後の露頭では雨もすっかり上り夕方の涼しい

風と共に露頭わきの火焔樹の花が一きわあざやかな朱

色にはえていた.一行宿泊地のチェンマイヘ向う.

第2目ははじめにチェンマイ市西方に連なるドイ･

ステップの山に登る.この山は主に基盤複合体から在

り少注くともその一部は先かンブリア界と考えられて

いるカミ本格的な年代測定研究はまだ実施されていない.

山の頂上に近く海抜約1,000mの高所に有名注お寺

ワットプラタトがある.丁度お祭りの当目にあたり

お寺は大変なにぎわいであった.ここからの眺めはす

ばらしかった.眼下に広がるチェンマイ市街とその向

うの山なみとの対照カミ見事である(写真6).チェンマ

イはタイ第2の都会であるが緑にめぐまれた高原の小

写真5Khuntan花開岩を前に詞論中の地質年代学者

きれいな古都である.かっての王都でもあり街は城

壁と堀に囲まれ気候も南部に比べてはるかにしのぎや

すい.山頂の涼しい風とチェンマイの美しいたたずま

いをしばし楽しんだのち山を下りてチェンマイ市の南

西方の山間にあるバンドン錫鉱山を見学する.この鉱

床は基盤複合岩体中に貫入した花開岩の小岩体中のペ

グマタイト性石英脈であるが錫鉱の採取は風化した花

開岩の表層部を水で洗い流し簡単な比重選鉱を行う方

法によっている(写真7).錫の粗鉱月産10トン程の小

鉱山である.丁度休目で鉱山はひっそりしていたが

われわれのために水を流して山をくずすところをみせて

くれた.一行は錫鉱を土産にもらいあわただしく帰

路についた.

3.総合討論

セミナｰ後半は

写真6ドイ･ステップ1⊥1から眺めたチェンマイ市街

写真7ノ･シドン錫鉱山.タイ北部基盤複合岩体中に貫入した花嵩岩

中のペグマタイト性石英脈である沸風化した花闇岩の表層部

を水で洗い流して錫鉱を濃集する.�
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①年代測定結果の総合と解釈に関する質疑応答と討論

②東･東南アジア地域の地質学的問題に対する年代測

定の利用についての討論

が行われた.

①については鉱物年代の解釈(特に不一致年代を示

す場合)変成岩のRb-S･全若年代の意味壊変定数

地質年代尺度誤差の意味など地質年代学の基本原

理に関係した重要な問題について討議が集中した.

特に壊変定数は現在年代学における最も重要な問題の一

つである.例えば87Rbの壊変定数は1.47×10■11/年

と1.39×10-1/年との二つの値カミ使用されているが測

定精度の向上と共に両者の差6%は無視でき放い問題

となってきた.現在IUGSの地質年代学委員会(Sub-

commissiononGeochrono1ogy)が中心となって壊変定

数の統一についての調査を進めており1976年の万国地

質学会の折にはこの問題に関するシンポジウムも開催さ

れる予定である.そしてできれば最も確からしい壊変

定数の決定と使用勧告にまでもって行きたい意向のよう

である･いずれにせよ年代値を発表する場合には使

用した壊変定数の値を必ず明記することと年代値を利

用する側でも壊変定数に注意を払うべきであることカミ

再確認された.なお本文中のRb-Sr年代値について

はすべて1=1.47×10■11/年を用いた値で示してある.

同様に誤差についてもそれがどのよう匁基準にもとづ

いて求められたものであるかを記述する要があり使用

の場合にはその点についても考慮すべきであることが指

摘された.

討議を通じではっきりした事の一つは年代測定法に

も色々な問題がありよく絶対年代という表現がされる

が決して絶対ではないという事であろう.察するに

東南アジアの地球科学者の中にはこのセミナｰに参加

するまでは年代測定結果ははっきりした数字で示される

ために絶対的な意味を持つものと考えあるいは年代

測定は鉱床の探査などにすぐにも役立つと考える人も多

かったろうと思われる.しかし専門家が講義を通じて

また討論の中で年代測定における種々の問題点をあげ

数字がそのまま地質事変の時期を示すものとはかぎらな

い例をいくつかあげて説明したことにより参加者は年

代測定の有用性と共にその限界についても理解を深める

ことができたことと思う.また地質年代学者と地質学

者とのチｰムワｰクの必要性がくどいまでに強調された

点も重要なことであった.これらの点をはっきりさせ

ることが実はこのセミナｰの一つの重要な目的でもあっ

た訳である.Dr.SNE皿INGカミ語していたことである

が地質年代学は質のよい地質図を作るために利用され

ることが第一歩であり年代学が先走ることは決してよ

く鮎'ということは真実であると思う.

②の問題の討論ではまず東南アジア諸国に対する先

進国の技術援助のことが話題と狂った.前にのべたよ

うに年代測定援助はイギリスがマレｰシアシンガ

ポｰノレタイ西ドイツはタイ韓国またオランダは

インドネシアというようにか放り以前から積極的に

協力してきた.イギリス西ドイツオランダでは年

代測定研究室あるいは同位体地質学研究室に10～20名と

いう多数の研究員研究補助員がいて海外の仕事を行

なうための充分な余裕があるようである.この協力体

勢カミ今後も続けられるよう関係国から要請された.ま

た今回のセミナｰでスイスも援助を申し出た.具体的

にはフェロｰシップによる専門家の養成である.さら

にフランスもC1ermont-Ferrand大学が錫花闇岩の年代

測定援助の用意があることカミ報告された.

ふりかえって日本の場合を考えてみると東北大植岡

教授カミ韓国の花開岩の年代測定をされた以外は援助ら

しい援助はこれまでなされなかった.日本はCCOP加

盟国であり年代測定研究室も数ケ所はある.筆者は

特に地質調査所としてこれまで援助でき枚かったことに

ついて地質調査所では人容組織などの点で援助の

体勢が全くできていないこと国内にもまだ多くの研究

対象があることなどの現状を説明した.しかし今後

は地質調査所の年代測定研究室で専門家養成のため特定

の研究テｰマを持つだ研究者を受け入れる用意のあるこ

とをのべた.

東南アジア諸国の中で現在年代測定のできる国は

前にものべたとおりインドネシアだけである.そのイ

ンドネシアもフィッション.トラック法だけである.

したがって先進国の援助という問題はこれらの国にと

ってきわめて重要な関心事なのである.しかしヨｰロ

ッパ諸国の年代測定研究室の整備された研究環境と積

極的な援助体勢を知るにっけこの面でのわが国のたち

おくれはきわめて明瞭である.その原因はいろいろあ

げられようが根本的には地質学における年代学の重要

性に対する認識の差にあるのではないかと思われこの

点でもわが国の学問の底の浅さといったものを感じ狂

い訳には行かなかった.

次にCCOP関係各国から年代測定を必要とする具体

的な研究対牽につv･て説明があった.インドネシアは�



一49一

第四紀火山岩の年代測定を希望しマレｰシアタイか

らは錫花筒岩の年代結果はすでに多数あるが錫の鉱

化時期そのものを直接的に測定できないだろうかとい

う希望が出された.フィリピンではホｰフィリｰ･カ

ヅパｰ鉱床とオフィオライトの年代測定が必要であり

シンガポｰルでは花開岩の年代測定が必要であるなど

色々な要請が出された.

最後に総合討論の内容とCCOPに対する勧告を盛り

込んだ47ぺ一ジに及ぶ報告書原案の内容検討がなされた.

CCOPに対する勧告は

1.セミナｰのProceedingsを作ること.

2.23年のうちにタイ以外の国で再び年代測定に関

する会議を開催しさらに具体的な問題をとりあげ

て討論する.

3.専門家をCCOP加盟国に派遣して各国の地質年

代測定利用についての問題や協力体勢について調

査する.

4.年代測定研究機関のリストを作り関係者に配布す

る.

が提案された.

ふりかえってみると今回の同位体年代測定セミナｰ

は東南アジア地域の年代測定研究の現状総括という点

できわめて有意義であったしまた時期を得ていた.

CCOPがそのプロジェクトと一見直接関係の少ないと思

われがちな年代測定についてセミナｰを主催し成功させ

たことに対して敬意と感謝の意を表したい.このセミ

ナｰを通じてやがてはCCOPの目的とするO丘shore

関係の地質問題に対しても年代測定の利用が積極的に

とりあげられるものと確信する.筆者個人にとっても

このセミナｰはアジア地域の地質年代に関する問題点を

ある程度知ることができまたヨｰロッバの地質年代学

者との久しぶりの再会と意見交換ができ有益であった.

そして日本の地質年代学の現状と将来地質調査所に

おける地質年代研究のあり方狂どにっいてもいろいろ

考えさせられた会議であった.

(筆者は地球化学課)
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